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まちのわだい
TOWN  TOPICS

野口英世記念館で団子さし

大きなミズキの木に団子を飾り付ける児童ら

猪苗代第二小の生徒が五穀豊穣などを願う
　野口英世記念館では１月 14日、五穀豊穣や無病息災を願う小
正月の伝統行事「団子さし」を行いました。団子さしには猪苗代
第二小の１年生約 30 人が参加。野口英世記念会の本間稔

みのる

副理
事長が「みんなが健康に過ごせるように、農作物がたくさん収穫
できるようにと願いを込めて団子をさしてください」とあいさつ
した後、児童らは大きなミズキの木の枝に、赤・白・黄・緑の４
色の団子をバランスよく飾り付けました。

内堀知事から伝達書などを手渡された勇雄さん（左）
と俊子さん（右）

縁起物を買い求める来場者

今野振興局長（左）から伝達を受けた田原さん（中央）

縁起物に幸福を願う

　新春恒例の初市「十三日市」は１月 13日、中央通り商店街で
開かれました。初市では、鏡開きが行われたほか、甘酒の振る舞
いや猪苗代町芸能保存会による太鼓の演奏が披露され、新年を祝
いました。初市の会場には、起き上がり小法師やだるまなどの縁
起物、焼きそばや大判焼きなどの飲食物の露店が並び、多くの人
でにぎわいました。また、野口英世ふるさと商品券事業のお年玉
抽選会も行われました。

新春恒例の「十三日市」

火災予防を呼びかけ行進する消防団員

新嘗祭に新米「天のつぶ」を献納
土屋勇雄さん、俊子さん夫妻が内堀知事を表敬訪問
　令和７年の新嘗祭に県オリジナル品種「天のつぶ」の新米を献
納した土屋勇

いさ

雄
お

さん、俊
とし

子
こ

さん夫妻（壺下）は 12月 18 日、県庁
を訪問し、献穀について内堀雅雄知事に報告しました。内堀知事
は、献穀米が新嘗祭に供されたことを記した伝達書と記念品のき
り箱を土屋さん夫妻に手渡しました。土屋さん夫妻は、献穀田で
収穫した「天のつぶ」を内堀知事に贈呈。本町からの新嘗祭献穀
は、平成７年の渡部丑

うし

雄
お

さん（幸野）以来 30年ぶりとなりました。

長年にわたり環境教育に尽力
鬼多見賢さんが第 74 回県文化功労賞受賞を報告

二瓶町長に受賞を報告した鬼多見さん（右）

　県環境アドバイザーで猪苗代湖の自然を守る会代表の鬼多見賢
けん

さん（三城潟）は 12月 22 日、町役場を訪れ、二瓶盛一町長に第
74回県文化功労賞受賞を報告しました。長年にわたり自然環境
保護の専門家として活動された鬼多見さんは、小学生など若年層
への環境教育に尽力。これからも「体力が続く限り環境活動を続
けていきます」と話しました。このほか、今年度受賞した日本河
川協会河川功労者表彰と日本水大賞委員会表彰も報告しました。

猪高生が献血の協力を呼びかける

献血者にケーキなどを手渡す猪苗代高の生徒ら

全国学生クリスマス献血キャンペーン
　猪苗代高校ＪＲＣインターアクト委員会の生徒は 12月 24日、
町役場で行われた献血でボランティア活動を行いました。全国学
生クリスマス献血キャンペーンの一環として実施したもので、９
人の生徒たちが、来庁者に献血の協力を呼びかけたり、献血をし
た人に記念品を手渡したりしました。委員長の小板橋みくるさん
（３年）は「より多くの人を助けるため、これからも献血のご協
力をお願いします」と呼びかけました。

神田忍さんが２年連続で金賞獲得

　12月６日、７日の２日間にわたり茨城県つくばみらい市で開
かれた第 27回米・食味分析鑑定コンクール国際大会に「ゆうだ
い 21」を出品し、最高賞に当たる「国際総合部門」金賞に２年
連続で輝いた神田忍さん（名古屋町）は 12月 22 日、町役場を訪
れ、二瓶盛一町長に受賞を報告しました。神田さんは「猪苗代か
ら金賞を取る人がもっと増えると良い。猪苗代は米どころという
ブランド力を高められれば」と話しました。

第 27 回米・食味分析鑑定コンクール国際大会

二瓶町長に受賞を報告した神田さん（左）

長年にわたる消防団活動をたたえ

　秋の叙勲で瑞宝単光章を受章した元町消防団訓練分団長の田
原幸

ゆき

雄
お

さん（半坂）への叙勲伝達式は１月８日、町役場で行われ、
今野一

かず

宏
ひろ

会津地方振興局長が田原さんに瑞宝単光章の勲記と勲章
を手渡しました。昭和 53 年に町消防団に入団した田原さんは、
平成 21 年から８年間訓練分団長を務めるなど、39 年にわたっ
て地域の安全・安心確保に尽力。「この栄誉に恥じないように今
後も地域のために尽くしていきます」と話しました。

田原幸雄さんに瑞宝単光章を伝達

無火災・無災害を祈願

　町消防団出初式は１月 11日、町内の諏訪神社で行われ、消防
団幹部など約 40人が出席し、今年１年の無火災・無災害を祈願
しました。神事が執り行われた後、林部隆

たか

義
よし

団長が「地域住民の
生命・身体・財産を災害から守るという消防団の原点に立ち返り、
さらなる活動の強化に取り組んでいきます」とあいさつ。
　また、式に先立ち、消防団員が旧役場跡地から中央通り商店街
を通って諏訪神社まで行進し、火災予防を呼びかけました。

町消防団出初式


